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吉野石膏美術振興財団アートライブラリー所蔵の貴重資料（日本編Ⅰ）

はじめに ― 絵と書物

　吉野石膏美術振興財団アートライブラリーでは、近代フランス絵画および近現代日本画・洋画を中核とする「吉
野石膏コレクション」に関連した作家や作品研究に関する資料の収集を行っている。加えて当財団では、「絵」と
「本」の関係性に着目し、美術史および書物史の観点から価値の高い資料を収集し、貴重書として位置づけて研
究対象としてきた。
　これらの資料は、2023年に練馬区立美術館で開催された「本と絵画の800年：吉野石膏所蔵の貴重書と絵画コ
レクション」展において、初めてまとまったかたちで公開された。さらに『調査研究報告書』第5号（2023年）、第6号

（2024年）では、西洋の貴重書コレクションの概説と所蔵リストを掲載し、2025年には解説目録『輝く書物の物語：
吉野石膏貴重書コレクション̶西洋中世から近代まで』を刊行した。このように、西洋の貴重資料を中心に紹介
してきたが、日本関連の資料については、これまで十分な機会が得られなかった。そこで本号では、和書および日
本人が制作に関わった書物を取り上げたい。
　アートライブラリーが所蔵する日本の貴重書は、江戸時代に出版された絵入りの和本から、近代以降に芸術家
が造本に関わった書物に至るまで、時代的にも内容的にも幅広い。これらは大きく二つのカテゴリーに分類するこ
とができる。ひとつは、描かれた題材や歴史的背景に注目すべき意義を持つ書物、もうひとつは、画家自身が装
訂や挿絵など造本に深く関与した書物である。もちろん、これら双方を併せ持つものもある。
　本稿では、そうした資料の中から、江戸から明治期にかけての絵入りの書物に焦点を当て、時代とともに変化し
た出版様式や表現を通して、絵と書物の関係性を考察する一助としたい。

1. 江戸の絵入り本

　江戸時代に出版された絵入り本の中から、司馬江漢の紀行書『西
さいゆうりょだん

遊旅譚』、葛飾北斎の図集『北斎画譜』、そ
して絵入り事典『人

じんりんき ん も う ず い

倫訓蒙図彙』の三点を取り上げる。いずれも絵と書物の関係を探る上で興味深い作品であり、
それぞれがもつ個性と時代性を通して、江戸期の出版文化の多様性を見てみたい。

1‒1　司馬江漢『西遊旅譚』：旅する画家のまなざし

『西遊旅譚』 巻之1－5（2冊）　

司馬江漢著　

大坂　河内屋太助 

享和3（1803）年序　25.0 × 16.4 cm

西田有紀
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司馬江漢（1747－1818）は、浮世絵師として出発したのち、中国風絵画を経て西洋画法に接近し、日本で初めてエッ
チング（腐蝕銅版画）を制作した洋風画家の先駆者として知られている。また、蘭学や天文学にも通じた知識人であ
り、その多方面にわたる関心が本書にも色濃く表れている。
　『西遊旅譚』は、江漢が西洋文化を学ぶため、当時唯一の海外との玄関口であった長崎へ、天明8（1788）年4月
に江戸からおよそ1年をかけて旅した記録であり、その様子が百点を超える挿絵とともに5冊にまとめられている。
江戸後期には街道整備が進み、社寺参詣や名所巡りといった旅が庶民のあいだでも盛んになっていた。紀行書
や名所図会など、旅に関する出版物も数多く刊行されていたが、本書は画家ならではの観察眼による写実的な描
写と知的好奇心によって、ひときわ異彩を放つ紀行作品となっている。様 な々エピソードが紹介されているなかで、
出島に江戸会所の商人を装って入り込み、オランダ商館長の住まいを訪問した様子や、臨場感あふれる鯨漁の描
写は特に印象深い。
　初版は寛政6（1794）年、自らの雅号「春波楼」の名義で私家版として刊行されたが、久能山東照宮を描いたこと
が不敬とされ幕府から絶版を命じられた。享和期に入ってから、当該部分のほかにも出島の詳細な記述などを削
除したものが出版された。アートライブラリーの蔵書は享和3（1803）年の河内屋太助板の後刷りになる。江漢は晩
年に差し掛かった文化12（1815）年に、絵を添えた自筆の写本『江漢西遊日記』をまとめ、かつての旅の記憶を改め

図1
出島図（巻之三）：初版には、出島の地代や広さ、建物の名称など詳し
い情報が記されていた。

図2
カビタン居所（巻之四）：“カピタン（商館長）”の豪奢な邸宅の内部。初
版には「和蘭カビタン居所　ビイドロ額人物山水をえがく　障子ビイドロ
にて張ナリ」と図中に記されていたが、ここでは削られている。飾られて
いる額入りの絵画や窓は江漢にとって非常に印象的だったようだ。

図3
鯨漁（巻之四）：二頭の鯨を二十艘の船で追い込む様子が俯瞰で描か
れている。

図4
「夜出でて鯨の背にのぼる」（巻之四）：鯨の上に乗った江漢。同書では、
他にも鯨の解体や加工の様子など多くのページを割いて図解している。
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て詳しく綴っている。長崎への旅が江漢にとっていかに特別な体験であり、その後の画業や思想に大きな影響を
与えたことがうかがえる。

1‒2　葛飾北斎『北斎画譜』：絵手本から鑑賞物へ

『北斎画譜』 上・中・下編 

葛飾北斎筆　

名古屋　永楽屋東四郎　

嘉永2（1849）年序　22.6 ×15.8 cm

　葛飾北斎（1760－1849）といえば、錦絵《冨嶽三十六
景》の《神奈川沖浪裏》がまず思い浮かぶのではないだ
ろうか。荒波を力強く描いたこの作品は、北斎の名を
世界に知らしめた代表作である。吉野石膏コレクショ
ンでは、ほかにも赤富士と呼ばれる《凱風快晴》などを
含む《冨嶽三十六景》シリーズの錦絵と肉筆画を所蔵
している。一方、アートライブラリーでは北斎の絵入り
本を所蔵しており、北斎の画業の異なる一面を見るこ
とができる。
　江戸時代、町人層を読者とする娯楽的な読み物が人気を博すなかで、絵師たちは挿絵の制作を通じて重要な
役割を果たした。北斎も若い頃から黄表紙や読本といった読み物の挿絵を数多く手がけており、出版文化の最前
線で活躍していた。また、絵を学ぶ者や職人たちが手本とするための図案集や参考書も数多く編まれた。なかでも
名古屋の版元・永楽屋東四郎から刊行された『北斎漫画』（文化11－明治11［1814－78］年・全15編）は、人物・動植物・
風俗・風景など幅広い主題を軽妙な筆致で描いた、もっとも有名な絵手本といえるだろう。一般の人びとが鑑賞し
て楽しむ本としても広く受け入れられ、国内外で高く評価された。
　本稿で紹介する『北斎画譜』は三巻からなる絵手本であり、アートライブラリーでは嘉永2（1849）年刊の後刷り本
を所蔵している。おそらく北斎の没後に編集されたもので、既刊の画譜からの再録と新たな図を交えたダイジェス
ト版のようなものだと考えられている。本書は淡い紅と藍による三色刷りで、花鳥・人物・風景といった多彩な主題
が躍動的に描かれている。見開きを使った構図が多く、ひとつひとつの絵が作品として鑑賞できるようになってお
り、絵手本としての機能を超えた美術的な魅力を有している。

図1
書店の図（上編）：中国の書店の活気あふれる様子が描かれている。文
政3（1820）年刊の『良美灑筆（りょうびしゃひつ）』に収録されている《汲
古閣にて書を鬻（ひさぐの）図》からの引用とみられる。

図2
《鯨遠見櫓相図》《其二》《其三》（下編）：三図にわたり、鯨漁の様子が描かれている。鯨は肉や脂、骨に至るまで無駄なく活用できる貴重な資源であ
り、当時は「鯨一頭七里潤う」とも言われた。この三図に続いて「七里繁盛」と題された図も描かれている。
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1‒3 『人倫訓蒙図彙』：江戸の社会を映す絵入り事典

『人倫訓蒙図彙』 巻1－7　
大阪　だるまや書店　

大正6（1917）年　22.8×16.0cm（元禄3［1690］年・平楽寺版の複製）

　江戸時代に出版された絵入り本の中には、知識の伝達や啓蒙を目的とし
たものも多く見られる。そうした中で絵入り事典というジャンルが形成されて
いくが、その源流に位置づけられるのが、寛永11（1634）年に中村惕斎が編
纂した『訓蒙図彙』である。「訓蒙」は初学者や子どもへの啓発、「図彙」は図
解による事典という意味で、『訓蒙図彙』は、身の回りの道具から動植物、天
文に至るまで多岐にわたる事物を図とともに紹介したものである。以降、この
ような形式を受け継いだ「図彙」が、次 と々刊行されるようになる。
　ここで紹介する『人倫訓蒙図彙』も、その流れを受けたものになる。「人
倫」は倫理的という意味はなく「人間社会」を指し、当時の社会における様々
な身分や職業が網羅的に図解した事典になっている。本書の初版は元禄3

（1690）年、京都の書肆・平楽寺から刊行された。絵師については諸説ある
が、三巻の末尾に記された「蒔絵師源三郎」が関与したと考えられている。
その経歴について詳細はわかっていないものの、当時、蒔絵師が本の挿絵
を手掛けることは珍しいことではなかった。
　序文に、「上貴き公卿より、庶人の賤きにいたるまでの其所作を、くわしく
家々に尋て来由をたゞ し、或は唐大和の書にあるを考へあつめて人倫訓蒙
図彙と名付る物ならし」とあるように、さまざまな身分と職業について、丹念
な調査の上に編纂されたことがわかる。官人、職人、商人など、500を超え
る項目で7巻にわたってその職能や振る舞いが詳細に文と絵で説明されてお
り、当時の社会構造を視覚的に伝える貴重な史料となっている。
　アートライブラリーが所蔵するのは、大正6（1917）年に大阪のだるま屋書
店が制作した複製本になる。刊年は江戸時代から大きく下るが、外観は和
綴じ本が再現されており、当時の雰囲気を感じることができる。蔵書印から、
教育史研究者・高橋俊乗が旧蔵していたことがわかっている。また同時代の
岸田劉生が、大正14（1925）年刊の室生犀星著『魚眠洞随筆』の装訂に本書
の「魚屋」の図を用いたこともあわせて、大正期においてこの書物への再注目
があったことがうかがえる。

　これまで見てきた江戸時代の絵入り本は、版元が企画・編集を統括し、
作者が絵師を兼ねる場合も含めて、作者・絵師、彫師、摺師といった職人が
連携して制作を行うのが一般的であった。彩色には、筆で色を加える手彩
色や、型紙を用いる合

かっぱす り

羽摺のほか、18世紀中頃以降には、色ごとに板木を
分けて刷り重ねる多色摺りが発展した。和紙に刷られたページは袋綴じにさ
れ、表紙を付けて糸で綴じる和綴じ本（和本）の形式で製本された。この形式
は明治中期まで広く用いられている。

図1
「本屋」（巻四）：本屋の説明には、遠い昔は
銅板や木活字が用いられていたが、今では
板に文字を彫って印刷すると記されている。

図2
「魚屋」「八百屋」（巻四）

参考図
室生犀星著『魚眠洞随筆』（新樹社 大正14
年）表紙：犀星の号「魚眠洞」にちなみ、岸
田劉生はこの図を選んだのだろう。（国立
国会図書館デジタルコレクション https://
dl.ndl.go.jp/pid/1021592）
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2　明治期の画譜と美術雑誌

　明治時代の近代化の波は、出版の世界にも大きな転換をもたらした。とはいえ、伝統的な木版印刷や和綴じの
製本様式がすぐに姿を消したわけではなく、明治初期の出版物には江戸時代の形式を色濃く残したものが多くみ
られる。明治20年代に入ると、金属活字による活版印刷や石版印刷といった西洋の技術が本格的に導入され、
本の素材や印刷・製本の技法、表現内容に新たな展開がみられるようになる。
　本章では、そうした移行期に生まれた江戸と明治の要素が混在する絵入り出版物に注目する。画家自身が手が
けた画譜と、美術雑誌という新しく生まれた媒体を通して、西洋美術への関心の高まりや博覧会への出品、海外
留学など国際交流の活発化が、どのように出版物のかたちに反映されたのかを考察していきたい。

2‒1 久保田米僊『閣龍世界博覧会美術品画譜』：万国博覧会の記録者として

『閣龍世界博覽会美術品画譜』 第1－4集　

久保田米僊著画　

東京　大倉書店　

明治26－27（1893－94）年　24.5 × 15.7 cm

　本書は、明治26（1893）年5月から半年にわたりアメ
リカ・シカゴで開催された万国博覧会を記録した画
集である。美しい多色摺り木版による図版から成る
本書は、コロンブスのアメリカ上陸400年を記念して
「World’s Columbian Exposition」と称された博覧会
を、日本人の視点で鮮やかに捉えている。
　タイトルにある「閣龍」はコロンブスの当て字で、裏表
紙には英語名が併記されている。著者の久保田米僊

（1852－1906）は、京都出身の日本画家で、京都府画学
校（現・京都市立芸術大学）の設立に関わった教育者でも
ある。海外の文化への関心が高く、明治22（1889）年に
は第4回パリ万国博覧会の出品を機に自費で渡仏し、
その見聞を「渡航画報」として『京都日報』に連載した。
こうした活動が評価され、1893年のシカゴ万博では『国民新聞』の特派員として現地取材を任されることになり、
その成果が本書にまとめられた。第一集の序に「米僊久保田先生遠く米国に遊び博覧会場に臨み彼の微妙精巧
なる物品を選び写して以て美術家の参考に供せんと」と記されているとおり、絵画や彫刻、工芸品、建物など各巻
二十数点におよぶ米僊の精緻なスケッチによって会場の様子がつぶさに伝えられている。米僊自身も作品を出品
し、講演や実演も行うなど精力的に活動しながら、現地をくまなく観察し、日本人画家ならではの視点から記録し
た本書は、美術的な価値に加え貴重な証言としての意義も持つ。
　本書は、木版多色摺りの画集を得意とする大倉書店より、明治26年10月から翌年7月までに四集が刊行され
た。第三集の巻末には、アメリカからの帰路に米僊が病を得て体調を崩したこと、これにより刊行が遅れたことが
発行者より詫びられており、あわせて既刊の評判が高く多くの部数が出たことを受け、第六集まで順次刊行する意
図が述べられていた。しかし、これは実現しなかった。なお米僊は明治27年の夏には、日清戦争に従軍画家として
参加している。　

図1
第一集の表紙と裏表紙：ひと続きの構図で、中央には日本国旗
が掲げられている。筆で書かれた「WORLD'S COLUMBIAN 
EXPOSITION」の背景には、帆船や異国の風景が淡く描かれている。
なお、このデザインは第四集まで共通である。
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　大倉書店は明治・大正期の重要な出版社で、江戸の絵草子屋にルーツを持つ。辞典や学術書、文学作品など
幅広い分野を手がける一方、高品質な多色摺木版画による美術関係の図集を多く出版したことで知られる。ちな
みに本書の巻末に掲載された出版広告には、同社が刊行した画譜や図案集が二十数点列挙されており、その中
には、このあと取り上げる『楳嶺花鳥画譜』『省亭花鳥画譜』も見られる。

2‒2　幸野楳嶺『楳嶺花鳥画譜』：教育の場で生まれた美麗な画譜

《蓮
れん

鵞
が

》（零葉）
『楳嶺花鳥画譜』幸野楳嶺画　

東京　大倉孫兵衛　

明治16（1883）年　37.0 × 24.0 cm

《鶏
け い と う

冠花鴗
かわせみ

》（零葉）
『楳嶺花鳥画譜』幸野楳嶺画　

東京　大倉孫兵衛　

明治16（1883）年　37.0 × 24.0 cm

『楳嶺花鳥画譜』 春夏・秋冬編　
幸野楳嶺画　

東京　大倉孫兵衛　

明治32（1899）年　37.0 × 25.0 cm

　明治期の京都画壇の礎を築いた幸野楳嶺（1844－1895）は、久保田米僊らとともに京都府画学校や京都美術協
会の設立に尽力し、日本の美術教育の近代化に大きく貢献した。竹内栖鳳や菊池芳文といった優れた門弟を多
数育て、吉野石膏コレクションを代表する画家の一人である上村松園も、若き日に短期間ながら楳嶺に師事して
いる。

図2
《MERLEY 仏蘭西メルレイ氏筆油絵美術館陳列》（第一集）：ジャン＝フ
ランソワ・ミレーの《鍬を持つ男》を模写した図。米僊はこの作品に深い
敬意を寄せ、巻頭に据えた。続くページでは、同じくミレーの《落穂ひろ
い、夏》が掲載されている。

図3
《日本喫茶店》（第三集）：伝統的な日本建築と庭園を再現した空間で、
煎茶・玉露・抹茶の三種類の茶を異なる形式で体験できたという。なお
本書は、図を見開き一枚として鑑賞できるように、中央に綴じ目がない
構造となっている。これは紙を谷折りにし、外側の端を貼り継いで綴じる
「画帖装」と呼ばれる装丁である。

図1
明治16年版より《蓮鵞》《鶏冠花鴗》：華やかな色彩と、錦絵を思わせる装飾的な構図が
特徴的。冊子のまま現存する初版は極めて稀であり、この2点も零葉として残されたもの
である。



45

　楳嶺は弟子の教育のため、多くの絵手本や画譜を
制作し、大倉書店からは『楳嶺百鳥画譜』（明治14・17

年）や、『楳嶺菊百種』（明治17年）、そして本書『楳嶺花
鳥画譜』が刊行された。本書は大型の二冊本で、四
季折々の花と鳥を組み合わせた多色摺り木版50図か
ら成り、春之部には梅と橿

かしどり

鳥、夏之部は罌
け し

粟と鷭
ばん

、秋
之部は葛と鶉

うずら

、冬之部では山茶花と蒼
あおさぎ

鷺といった具
合に、各図において花と鳥が一対として描かれている。
細やかな観察力と洗練された構成力を併せ持つ楳嶺
の画譜は、単なる手本にとどまらず、芸術性を備えた
出版物として高く評価された。京都ではこうした画譜
が、着物や帯の意匠の参考資料として染織業者にも
活用され、工芸・装飾分野にも少なからぬ影響を与え
た。
　明治16（1883）年に刊行された初版では、一枚ずつ取り外して使用することが想定されていたのだろうか。冊子
の形式ながら、各図版には画家名・版元・彫工名などが記された飾り枠が設けられ、図中には詞書も添えられてい
る。一方、明治32（1899）年の再版では、同じ板木が用いられながらも、飾り枠と詞書は省かれ、図像のみが摺ら
れている。いずれの版も、大判ならではの迫力と鑑賞性を持ちつつ、細部の描写や筆致を学ぶことのできる格好の
手本となったといえよう。

2‒3 　渡辺省亭『省亭花鳥画譜』『美術世界』：こだわりぬいた木版多色摺りの美術出版

『省亭花鳥画譜』 1－3之巻　

渡辺省亭画　

東京　大倉孫兵衛　

明治23－24（1890－91）年　24.7 × 16.5 cm

　渡辺省亭（1852－1918）は、日本画家として初めてフランスに渡った人物とされ、国際的な舞台で才能を発揮した
明治期の重要な画家の一人である。昭和期に入ってから、その功績が顧みられない時期が続いていたが、近年で
は国内外で作品が紹介される機会が増え、再評価が進んだ。
　省亭は、明治初期に設立された半官半民の貿易会
社・起立工商会社において、美術工芸品の下絵や図
案の制作に従事した。明治11（1878）年のパリ万国博
覧会には同社から派遣され、博覧会終了後も1年以上
にわたりパリに滞在し、西洋美術に直接触れる中で、
繊細な筆致と写実的な表現にいっそう磨きをかけた。
印象派の画家たちとも交流を持ち、なかでもエドガー・
ドガのために即興で描いたという作品が残されている。
　帰国後は花鳥画の名手として国内外の博覧会に出
品を重ね、シカゴ万博においても高い評価を受けると、
その名声を確かなものとした。一方で本の挿絵や口絵

図2
明治32年版の春夏編より《萱草（かんぞう）八哥鳥（はっか）《山丹（ひめ
ゆり）鶩（あひる）》：別々の図でありながら、見開きとして眺めた際に構成
や色合いに調和が感じられる。

図1
『省亭花鳥画譜』：後に肉筆画へと展開された図も含まれており、省亭の
画業を広く知らしめた出版物として位置づけられる。
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も数多く手掛け、多色摺り木版本の制作にも取り組んだ。大倉書店から刊行された全三巻の『省亭花鳥画譜』は
その代表作であり、画面の枠を超えて描かれた虫、鳥、植物の躍動感と、洗練された色調や写実的な表現によっ
て、美術出版物としてきわめて高い完成度を誇っている。

『美術世界』 第1－25巻　

渡辺省亭編 

東京　春陽堂　

明治23－27（1890－94）年　23.5 × 15.2 cm （1－8巻）、25.0 × 16.7cm（9巻）、24.5 × 16.0 cm（10－25巻）　巻によってサイズに若干の

差異あり

　同じ時期に省亭が関わった木版多色摺りの美術雑誌が、『美術世界』である。日本美術の紹介に力を入れた本
誌は、明治26（1893）年のシカゴ万博にも出品された。『美術世界』は春陽堂の創業者・和田篤太郎の意向のもとに
創刊され、省亭が編集主任として、図版の選定や模写、装訂や題字、紙面の構成に至るまで、すべての編集に携
わった。
　春陽堂は、文芸雑誌『新小説』などで知られる、明治・大正文学を語る上で欠かせない重要な出版社であると

図2
《鵞》（弐之巻）：群れから離れてたたずむ一羽の鵞鳥が、匡郭を越えて
描かれている。遠近法と大胆な余白によって、緊張感のある斬新な画面
が作られている。

図3
《蓮花に蟬》（弐之巻）：蓮の茎が画面の中央を斜めに走り、その両端に花
と蟬を配するという大胆な構図は、伝統的な花鳥図と趣を異にする。蓮
の花びらに刻まれた極めて繊細な筋は、空摺りによって表現されている。

図1
『美術世界』表紙（第一・八巻）：二巻ごとに図案が変えられた。濃赤の
鮮やかな色彩がひときわ目を引く。雲母引きの上質な和紙の表紙は絹
の色糸を擦り合わせた紐で綴じられている。

図2
第七巻とその袋：江戸後期から続く、「袋」と呼ばれる筒状の包装の伝統
を引き継いでいる。開封後は捨てられることが多く、袋付きのまま現存す
るものは珍しい。
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同時に、華やかな装訂や木版口絵を施した書籍にも定評があり、美術出版にも積極的に取り組んだ。当時すでに
写真印刷や石版印刷が普及し、木版多色摺りの書物は衰退しつつあったが、木版にこだわる和田の姿勢は省亭
の美意識とも響き合うものであった。
　第一巻の巻末には発刊の趣旨が記されている。そこでは、『国華』（明治22［1889］年創刊）などの官学主導の美術雑
誌に敬意を払いつつも、異なる立場から美術に貢献しようとする理念が述べられている。美術の理想を共有し、そ
の普及を目指すという考えのもと、現存の画家による新作と、故人の優品とを共に掲載すること、時代や流派にとら
われずに優れた作例を集めること、社寺に伝来する名品や、陶器・漆器の意匠にも目を向けることなどが掲げられて
いた。また、石版や銅版といった西洋的な技術は用いず、日本固有の木版技術の進歩を図ると明言されている。
　このように『美術世界』は、多様な視点から名品を集めるという柔軟で包括的な編集方針を掲げて創刊され、美
術の普及という目的から、価格も『国華』の半額以下に抑えられた。彫師・摺師はいずれも一流の職人が担い、各
巻には十数点の図版が掲載された。巻によっては折り込みの大判図版も含まれる。洒落たデザインと色調の表紙
絵は、二巻ごとに更新されている。
　収録されているのは、省亭自身の作品をはじめ、葛飾北斎や喜多川歌麿といった江戸時代の絵師から、前述の
久保田米僊や幸野楳嶺を含む同時代の画家まで幅広い作家の作品である。論説や画家伝なども掲載され、美術
の潮流や作家の系譜を知る上でも、貴重な資料となっている。

2‒4　『東洋絵画叢誌』『絵画叢誌』：近代美術雑誌の始まり

『東洋絵画叢誌』 第1－16集　

東洋絵画会叢誌部　

明治17－19（1884－86）年　19.7 × 12.2 cm

『絵画叢誌』 第1－313巻　
東洋絵画会事務所、絵画叢誌発行所、東陽堂　

明治20－大正2（1887－1913）年　26.5 × 15.0cm（1－214巻）、31.5 × 22.5 cm（215－313巻）

図3
菊池容斎《應神天皇御生誕図》（巻一巻）：省亭の師である菊池容斎の
作品を、省亭が自ら模写したもの。料紙には雲母引きが施されている。

図4
渡辺省亭《雀啣落花（じゃくがんらっか）》（第二十五巻）：桜の花びらを
くわえた雀と、花びらがのった蕗の葉を組み合わせた洒脱な図案。色彩
の微妙な濃淡まで見事に再現された版画の技術にも驚かされる。この
最終巻は「省亭花鳥」と題された特別号で、花鳥図12点のほか、印譜と
渡辺省亭伝が収められている。
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　明治20年前後から30年代にかけて
は、美術雑誌が相次いで創刊され、日本
における近代美術の形成と普及に大きな
役割を果たした。省亭の『美術世界』が
図版や装訂に芸術性を追求した一方で、
多くの図版とともに美術の知識や最新情
報を伝える媒体として、長期にわたり刊
行されたのが『絵画叢誌』である。
　『東洋絵画叢誌』はその先駆けであり、
美術団体・東洋絵画会の機関誌として、
明治17（1884）年に創刊された。明治20

（1887）年に『絵画叢誌』と改題され、大正7（1918）年まで34年にわたって刊行された息の長い美術専門誌となった。
出版元の東陽堂は、明治期に美術出版に注力した出版社で、風俗・文化を図版で紹介する『風俗画報』などで知
られる。新しい印刷技術を次 と々取り入れ、美術や風俗を視覚的に伝える出版を得意としていた。
　『東洋絵画叢誌』は、急速な西洋化により危機に瀕していた日本美術の保護と振興を目的としており、当初は日
本の伝統美術の流派や画題、技法の解説が中心だったが、しだいに展覧会評や西洋美術の紹介、海外情報など
も掲載されるようになっていった。例えば、明治27（1894）年の『絵画叢誌』第93巻では、「油絵彫刻展覧会」におい
て、フランスから帰国したばかりの黒田清輝の風景画を、「素人眼にはボンヤリとして眼の届かぬも目下佛国にて
は此流の油絵頗る流行し居るといふ」と評しており、当時の印象派に対する受容の一端がうかがえる。
　雑誌の外観と内容は、時代の経過とともに大きく変化していった。『東洋絵画叢誌』は文字に金属活字を採用し
ながらも、和紙に和綴じという伝統的な様式がとられ、挿絵は木版で刷られていた。『絵画叢誌』と改題された後
も和本形式が続いたが、明治38（1905）年3月の215号から装訂が一新される。
　判型は倍ほどの大きさになり、図版も拡大、ページ数も増加した。それに伴い価格も15銭から30銭へと引き上
げられている。用紙は和紙から洋紙に切り変わり、背は糊付けされた洋装本へと転換された。興味深いことに、移
行期にはしばらくのあいだ、表紙に和綴じの紐を印刷した「だまし絵」のようなデザインが施されていた。
　さらに、221号では、「欧米より齎

もたら

したる名画」や「海外の消息」を継続的に紹介する方針が示され、挿画も一新

図1
『東洋絵画叢誌』誌面（第一集）と表紙（第二集）：文章は活字、図版は木版で印刷されて
いる。明治前期はまだ、このような和装本が一般的であった。

図2
『絵画叢誌』表紙（第二百十七巻）：三色のグラデーションの表紙の右端
に、赤い綴じ紐が印刷で表現されている。実際には洋装本であるが、和
綴じの名残を感じさせるデザインとなっている。

図3
北尾重政《美人書画》（第二百二十一巻）：江戸の浮世絵師・北尾重政
が、書画を楽しむ女性たちを描いた華やかな図。こうした近世の名作を
折り込み図としても収録することもあった。
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されることが告げられている。創刊当初の図版は木版印刷が中心だったが、コロタイプ、石版、銅版、写真製版な
ど、用途に応じた複数の技法が段階的に導入され、併用されるようになる。もとより図版の多い雑誌であったが、
さらに「見る」雑誌としての重要性を高めていった。
　その変化の過程には、明治期の美術観や出版文化の移り変わりが色濃く反映されており、『絵画叢誌』そのもの
が時代の変化を映し出す証言となっている。

3 　西洋と日本をつなぐ出版のかたち

3‒1『西洋近世名画集』：洋画家が選んだ西洋絵画集

『西洋近世名画集』［1－7号］

黒田清輝、小山正太郎、浅井忠　撰　石丸敏一　編

東京　近事画報社

明治38－39（1905－06）年　31.0 × 22.5 cm

　本書は、当時の日本洋画界を牽引していた黒田清輝、小山正太郎、浅
井忠の三名によって選ばれた西洋名画集である。明治38（1905）年10月に
創刊され、翌年5月の第8号まで、ほぼ月刊ペースで刊行された。アートラ
イブラリーでは、創刊号から明治39（1906）年4月号までの7冊を所蔵してい
る。西洋名画の図版を集め、簡潔な解説と作家略歴を添えるという本書の
形式は当時の日本においてはまだ珍しく、一般の読者に西洋美術を紹介す
ることを目的とした出版物として、初期の試みに位置づけられるだろう。
　装訂は中綴じ製本の洋装本で、洋紙を用い、各号にはモノクロームの別刷り図版12葉が貼り込まれている。巻
末には図版に対応した作家・作品情報が付されている。　
　創刊号には、検閲の影響によって複数の版が存在している。初版と思われる国立国会図書館所蔵本は、目次
の後に「発行間際、其筋よりの注意に因り」、3点の図を削除したこと、また図版の印刷が想定よりも小さくなった
ことを詫びる断り書きが貼付されて
いる。一方、アートライブラリー所蔵
の創刊号は改訂版で、問題とされた
図版はすでに差し替えられ、図版の
サイズも大きくなっている。本号が刊
行された当時は、黒田清輝の裸体
画に対する批判が高まっていた時期
とも重なっており、出版物への検閲
や自粛が続いていた。差し替えられ
たのは、いずれも女性の裸体を描い
た図版で、具体的には、「昇天　プ
ルードホン氏筆」に代えて「肖像　ジ
ヤンジツク、ヘンネル氏筆」、「春ヲ
誘フ　ゲラルド（フランソワ、パスカルシ

図1
『西洋近世名画集』創刊号の表紙：アール・
ヌーヴォー風の装飾と題字を配した和洋折衷
の表紙が、明治後期という時代の雰囲気を
伝えている。

図2
初版から差し替えられた図版と巻末の解説：ウィリアム・アドルフ・ブーグローの作品で、当初の
《女神》に代わって、この《信頼》が収録された。しかし目次と巻末の情報は、旧図版のままで
あった。
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モン）氏筆」に代えて「祭りの圖　ベンジャマン（コンスタン）氏筆」、「女神　プグロー（ウイリヤム、アドルフ）氏筆」に代えて
「信頼　ブグロオ氏」が貼られている。
　奥付には「大型金四拾五銭」「小型金参拾銭」と記されており、二種類の判型が並行して制作されていたことが
わかる。アートライブラリー所蔵の版は大型判である。小型版については、完全な形の現物は確認できていない
が、図版として「絵葉書」が挟み込まれた冊子が存在していたことが分かっている。私製葉書が明治33（1900）年の
郵便規則で認可されて以降、絵葉書を送り合ったり収集することが流行し、さまざまな絵葉書集が出版されてい
た時期でもあり、本書の小型版にも、このような時代背景が関係したかもしれない。
　出版元の近事画報社は、写真と絵画で時事を報じる新しいタイプの情報誌（グラフ誌）を手がけた出版社で、その
企画・編集を統括していたのは作家としても著名な国木田独歩であった。図版に重きをおいた同社の出版物には
多くの画家が関わっていた。現在も刊行されている『婦人画報』は、本書と同じ明治38年に同社から創刊された。
欧米の雑誌文化に刺激を受け、美術愛好家でもあった独歩にとって、この名画集を作ることになったのは自然な
成り行きだったのかもしれない。

　ここまで、日本の画家たちが西洋に学び、また国内外で作品を発表する中で、明治期に進展した日本と西洋の
文化交流の在り方を見てきた。最後に紹介するのは、そうした交流の中から生まれた、ジャポニスムの精神を象徴
する一冊でもある。

3‒2『蜻蛉集』：日仏の協働が生んだ詩と絵の本

Poëmes de la libellule　
par Judith Gautier, traduits du Japonais d'après la version litterale de M. Saionzi, illustrés par Yamamoto 

Paris : Gillot 

1885　32.0×24.5 cm

（『蜻蛉集』ジュディット・ゴーティエ著 西園寺公望訳 山本芳翠画）

　1885年にパリで刊行された『蜻蛉集』は、フランス人作家ジュディット・ゴーティエと、当時パリに留学していた西
園寺公望の協働によって生まれた、和歌のフランス語訳詩集である。『古今和歌集』『新古今和歌集』などの勅撰
集から採られた88首の和歌に、画家・山本芳翠（1850－1906）による挿絵が添えられている。通常版800部（50フラ

ン）、豪華版20部（200フラン）が制作され、ジャポニスム熱の高まるパリで大
きな反響を呼んだ。
　ジュディット・ゴーティエは詩人テオドール・ゴーティエの娘で、東洋文学
に深い関心を寄せていたが、日本語は解さなかった。そこで西園寺による
訳（同書の巻末に掲載）をもとに、彼女がフランス語の韻文に仕立て上げた。
　表紙と挿絵を手がけた山本芳翠は、渡辺省亭と同じく1878年のパリ万
国博覧会の際に「仏国博覧会事務局雇」として渡仏し、印象派や象徴派
の画家・知識人と交流を深めた。日本画に裏打ちされた抑揚のある線描
に、西洋的な雰囲気と写実性が融合した画風は、本書の挿絵にも遺憾な
く発揮されている。
　装訂にもさまざまな工夫が凝らされている。表紙は薄緑色の厚紙に蜻
蛉の翅の紋を模した空押し文様が施され、竹と蜻蛉が多色刷りであしら
われている。本文の用紙には、明治期の紙幣にも使われた耐久性に富む

図1
表紙：蜻蛉と竹が描かれた表紙には、翅紋を
模した空押し文様が施されている。
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三
みつまた

椏の和紙が用いられ、きめ細やかな質
感が印刷の鮮明さを支えている。
　日本とフランスの知識人と芸術家の協
働によって生まれたこの書物は、文学と美
術が融合した、当時としては極めて斬新な
試みであり、異文化理解のあり方を改めて
考えさせられる一冊といえる。

おわりに

　アートライブラリーの蔵書から、江戸から明治にかけて制作された絵入りの和書や、画家が手掛けた出版物を
取り上げ、絵と書物の関係を探ってきた。旅の記録、絵手本、美術雑誌、さらには国際的な交流の中で生まれた
詩集など、画家が深く関与した出版物を中心に紹介したが、そこには単なる挿絵の提供にとどまらず、画家として
の個性や創造性が随所に表れている。
　また、時代の進展とともに印刷や製本の技術が発展し、書物という媒体における絵の表現性は大きく広がって
いった。とりわけ明治後期からは、出版物の量的な増加と読者層の拡大によって、美術書以外の分野でも、装訂
や口絵、挿絵といったかたちで、画家が関与していく機会が増えていく。
　次号では、こうした視点をふまえながら、近代から昭和期にかけて刊行された貴重書を通して、近代出版文化
の中における絵の役割をさらに掘り下げていく予定である。

図2
タイトルページ：フランス語の書名の上
に止まっている蜻蛉の翅は、短冊に見立
てられており、そこには日本語で「蜻蛉集」
「千八百八十四年春」（実際の刊行は1885
年）、ジュディットと芳翠の名が記されている。

図3
松に蝙蝠　梅に鶯（各ページの図案）：１ページに1首ずつのレイアウトが基本。この他にも、烏、
白鷺、楓、芦、滝、月、雪など日本の自然を象徴するモチーフを組み合わせた8種類の図案が繰
り返し用いられた。色調や配置には変化がつけられているが、やや単調だという評もあった。

図4
伊勢「春ごとに流るる川を花と見て折られぬ水に袖やぬれなむ」：左には、この和歌の
ためだけに描かれた特別な挿絵、右には8種の定型図案のうち「蜻蛉」が配された欧文
ページ。全88首のうち、こうした構成がとられているのは7首のみである。
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吉野石膏美術振興財団アートライブラリー所蔵の貴重資料（日本編Ⅰ） ｜ 西田有紀

主要参考資料（出版年順）

 • 原田平作『幕末明治京洛の画人たち』京都新聞社、1985年
 • 司馬江漢、芳賀徹・太田理恵子校注『江漢西遊日記』平凡社、1986年
 • 朝倉治彦校注『人倫訓蒙図彙』平凡社、1990年
 • 滋賀県立近代美術館・京都新聞社編『京都画壇巨匠の系譜：幸野楳嶺とその流派』滋賀県立近代美術館、1990年
 • 司馬江漢『江戸・長崎絵紀行：西遊旅譚』国書刊行会、1992年
 • 司馬江漢『司馬江漢全集』第1巻、八坂書房、1992年
 • 東京国立博物館編『海を渡った明治の美術：再現！1993年シカゴ・コロンブス世界博覧会』東京国立博物館、1997年
 • 高階絵里加『異界の海：芳翠・清輝・天心における西洋』改訂版、三好企画、2006年
 • 黒岩比佐子『編集者国木田独歩の時代』角川学芸出版、2007年
 • 西野嘉章『装釘考』新版、平凡社、2011年
 • 橋口侯之介『和本入門』平凡社、2011年
 • 橋口侯之介『江戸の本屋と本作り：続和本入門』平凡社、2011年
 • 吉川順子『詩のジャポニスム：ジュディット・ゴーチエの自然と人間』京都大学学術出版会、2012年
 • 中野三敏『江戸の板本 : 書誌学談義』岩波書店、2015年
 • 葛飾北斎、セーラ・E・トンプソン編『北斎漫画：肉筆未刊行版』河出書房新社、2017年
 • 平井啓修・大長智弘編『明治150年展：明治の日本画と工芸』京都国立近代美術館、2018年
 • 海の見える杜美術館編『幸野楳嶺：近代京都画壇の開拓者』ロータスプラン、2020年
 • 古田あき子『評伝渡辺省亭：晴柳の影に』増補改訂版、小学館、2021年
 • 東京藝術大学大学美術館編『渡辺省亭：欧米を魅了した花鳥画』小学館、2021年
 • 石田礼以菜「蒔絵師源三郎と『人倫訓蒙図彙』」『三田國文』第66巻、慶應義塾大学国文学研究室、2021年12月
 • 和田京子編『北斎画法』平凡社、2023年
 • 府中市美術館編『かっこいい油絵：司馬江漢と亜欧堂田善』府中市美術館、2025年


